平成２８年度　ＫＥＭＳ外部環境監査結果への対応策
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	１
	環境政策課
	　ＫＥＭＳ事務事業管理のために行政改革推進課事務事業管理データを更に活用できるように，行政改革推進課及び同様のニーズを持つ他部署と連携して，柏市の経営システムの全体最適化への継続的な検討をお願いします。
	他部署の状況も把握しつつ，今後もより効率的な運用ができるよう，検討します。

	２
	環境政策課
	　今回ＫＥＭＳ本編が大幅に改訂される中で，「運用管理のイメージ図」から具体的な文書名や書式名が削除され，「１０章システム見直し」から見直しに必要な具体的資料名が削除されていますが，ＫＥＭＳ本編は多部署がよりどころとするものであり，改訂時に内容を正確に継承する観点から，当初の意図も考慮して削除箇所を検討されることを推奨します。
	ＫＥＭＳ本編の見直し時において，「運用管理のイメージ図」に，具体的な様式名を記入します。

	３
	環境政策課


	　「柏市環境基本計画(第三期)」の４つの分野目標に合わせるために環境方針の基本方針から「(5)市民協働」を削除した結果，環境教育及び県や近隣市との連携などの記載が失われてしまいました。環境学習は，「柏市環境基本計画（第三期）」の３章２節（３）や重点プロジェクトに記載されている内容ですので，環境方針の基本理念などへの記載の検討をお願いします。
	環境教育及び県や近隣市との連携などについて，環境方針の基本理念又は基本方針へ記載します。

	４
	環境政策課
	　法的要求事項の遵守については，「平成２７年度ＫＥＭＳ法的要求事項確認表」｢平成２８年度法的要求事項登録表｣により確認しましたが，聴取において該当施設等の管理は施設担当部署により行なわれているものの，自部署にどのような特定施設があるのかなどについての把握不足が見受けられましたので，庁内説明会，内部環境監査などを通じて更なる周知をお願いします。
	　法的要求事項の遵守について，自部署で所管する特定施設や遵守事項を適切に把握するよう，庁内説明会や内部環境監査などを通じて，周知します。

	５
	スポーツ課
	　たくさんの組織や人が関わり大変なところもあると思いますが，いろいろな可能性を秘めたイベントだと思いますので今後もより啓発の場所として，更に，参加者や来場者がエコに参加できる仕組みなど検討をお願いします。
	　手賀沼エコマラソンにつきまして，大会後の走路員などスタッフによる清掃活動の他に，大会前の事前清掃を今年度実施可能か検討していきます。また，引き続き手賀沼の浄化啓発を参加者をはじめ来場者に行ってまいります。

	６
	スポーツ課
	　「親子でロコモ」というイベントで，親子と手賀沼の今と昔で対比させる環境学習を通じて環境保全の啓発に役立つというお話がありました。今後形になるよう検討をお願いします。
	　スポーツドリームかしわにつきまして，次回イベントの参考としていきます。実施するイベント内容でスポーツと環境を結び付けられるのか，また，場の確保につきまして可能か検討していきます。そのなかで，環境学習や環境保全につきましては，専門的な知識が必要になるため，庁内での関係各課協力の下横断的な取組が必要と考えております。

	８
	スポーツ課
	　新春マラソンやスポーツドリームなど集客の多いイベントで，環境保護，保全，エコな情報を発信するなど環境政策課やストップ温暖化サポーターや地域環境団体などと協力し合って行うことの検討をお願いします。


	検討してまいります。

	９
	地域支援課
	　近隣センターの新設される際の事業者選定では，環境配慮した工事を行う事業者であることも選定条件に入れていただきますよう，検討をお願います。
	新設に限らず，改修工事を行う際の仕様書において，環境に配慮した項目（材料の品質，化学物質を放散させない建築材料等，その他環境対策）を設けており，引き続き継続していきます。

	１０
	しこだ保育園
	　保育目標に「自分で考え行動する子ども」とありますので，より実体験の場として可能なクラスは，ゴミ箱の工夫を行うなど，子どもたちが自分で考えて行動できるような環境を作っていただくことを検討をお願いします。
	　ゴミ箱については，子どもたちが分かりやすいマークを付ける。色分けする。燃えるゴミ・燃えないゴミの分別する環境を作り対応します。

　ゴミの種類や分別することの大切さについても，年齢に応じて保育の中で伝え，自分で考え分別できるよう体験の積み重ねをしていきます。

	１１
	柏中学校
	　環境教育は広範囲に亘っていますので，ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）も含め教科間の連携，協力も検討されることを推奨します。
	各教科（国語・理科・社会・保健体育・家庭科）において環境教育の単元があり、年間計画に基づいて履修をしている。また計画的に環境集会が開かれ、身近な環境問題に触れ、適切な環境作りへの端緒とするほか、健康・安全・安心を含めた環境整備を考える一助としている。


